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駿河トラフ北端部，富士川河口沖斜面の潜航調査

大塚謙一 ゛I

富士jl¶河口沖の駿河トラフ北端郎|こおいて「しんかい2000 」による池航調査を行

な った。「なつしま」により実施された海底地形調査や。通富の海洋地質学的手法

|てより従来知られていたデータ等を考え合わせると次のような桔果が得られた。

】）。駿河トラフ北端部は甚本的にト ラフ底へ向かう傾斜方向に発達する足恨と谷

の地形|こより構成されており，それらが交互にくり返すためlこガリー状の地形を呈

している｡

2）｡本調査地域の谷地彫の部分は100m からｌｋｍ のオーダーでは全体|こ平滑で

ある。砂礫質の堆仙物|こより埋榿され，輝い泥罰で広く扣われている部分。南北方

向|こ整列した●の分布する部分。また同じく南北方向のチャンネル（深さ｜～2m ）

が刻まれた部分が巾数ｍから数十ｍ毎に南北方向，つまりトラフの傾斜方向jて伸長

し，くり返している｡

3），尾根li髟の郎分は明瞭に大規模な洵底地すべり地形を呈し，堆積物は泥賀で

ある。

4），構造連動を示唆する断層は見山されず。基盤の相巽も綛められなか・ た。こ

れは調査地城内lこおいて断層の存在を否定するものでは鑛いが，少なくとも断層運

動の強い彫響を積極的Ic 支持する根拠は観察されなか･･た。

これらの事突から駿河トラフ北端部の地形の成因を主|こ堆積現象の彫響として考

えることができる。即ち通常の状懸で頻繁に小規模の粗粒堆積物重力流が発生する

ため相対的に周囲より低い谷地形部分と。それ|こ比べ細粒のより梶質な堆嘖勧が自

然捉肪的に堆恭し形成された尾根状地形の郎分である。その力学的性貿のため尾根

地彫は基本的に晦底地すべりの発達する場となっていると考えられる。さら|こ駿河

トラフー南海トラフを通して流下する大規模な堆蹟勧ｉ 力流が発生するため|こは。

泥貿堆la物を多く含んでいる尾根地彫部分の大規模な崩壊が本貿的1こ重要なことで

あると言えよう。

THE  RESULTS OF A DIVING SURVEY  BY THE SUBMERSIBLE

SHINKA12000 AT THE UPPER SLOPE OF THE NORTHERNMOST

END  OF SURUGA  TROUGH, OFF THE MOUTH  OF THE FUJI RIVER

Kcnichi OTSUKA**

A  submarine  diving survey was  carried out by  the submersible Shtnkat

2000  at the northernmost  end of Sumga  Trough, off the mouth  of the Fuji

River, Taking  into consideiation previously obtained geological data and

the ba  thy metric survey results of  the "Notsushimo",  the results are sum*

marized as follows:

*  Instffu t≪ of Geosoicnccs, ScKoo)  of Science, Shizuoka  UniversUy



1) The  northernmost  end  of  Suruga  Trough  is basically composed  of  both

ridges and  valleys paralleling each other, and  the repetition of these two

components  forms  a gully topography  in this region.

2) Each  valley floor is generally wide  and  very smooth  sloping on  the scale

of  100  m  to  1 km,  and  is buried under  coarse sediments  such  as sands

and  gravels. The  valley bottom  of  the observed  area  is composed  of

numerously  repeated  floors with  micro  sedimentary  features  such  as

superficial cover  of  thin muddy  sediment,  areas of  gravel distribution

aligned linearly, and  channels  with depth  of 1 to  2 m,  at intervals from  a

few  meters  to a few  tens  of  meters  In a direction parallel Co the slope

inclination  toward  the trough  floor.

3) The  ridge area shows  the distinct topography  of  large submarine  slump-

ing, and is covered  by  a fine, soft muddy  sediment  layer.

4) No  faults indicating tectonic  origin were  found  in  the  course  of  the

diving  survey. Also,  no  evidence  ol differences in basement  structure was

recognized  in the survey area.

These  results suggest  that  the  geographical  differences between  ridges

and  valleys in the northernmost  end of Suruga  Trough  are mainly
 sedimentary

in  origin. The  valley floors are essentially the site of  frequently  occurring

gravity flow  action of coarse sediment,  which  tends to make  Che floors lower

than  the  neighboring  areas. The  ridge  areas  are thought  to be  formed  as

natural levees by deposition of finer sediments  than  those of the valley floors.

The  Theological nature  of  the muddy  sediments  of  the ridge areas necessarily

causes  the occuttenc*  of yibmticie  slides.

Pluid  mechanical  considerations  suggest that  for s large≪cale sediment

gravity flow  to traverse the entire Suruga  -  Nankaj  Trough  region, extensive

collapse of  ridges having  great amounts  of  muddy  material in the northern-

most  end of  the Suruga  Trough  may  be a substantially important  factor.

1. は じ め に

駿阿トラフ北端鄒は海岸線より，南北Sこ伸びる

直線的な狭いトラフ底へ向かって．急速|ご狭まる

逆扁型の急深な斜面となっている．ここに阿[]を

閼いている窟士川より多量の柤粒堆積物がト ラフ

ヘ供給されており，西ないし北西方向へ沈降する

基盤の檮造迎動を反映した厚いトラフウ．ツヂ型

の堆積層が形成されている( 大塚.1985) ． こ の

堆稍層の上面となっている而底には．堆積物の迎

槻，堆橇の主要因とな,.ている粗粒堆勧枷重力流

２

による様々な規模の地形が発達している畢が通常

の船上より行なう梅洋地質学的調査により明らか

にされている。このように構造運動に彫響された

活発な重力流による堆積作用が進行している海底

の素顔はどの ようなものであろうか。 また地殻の

構造運動の直接的な表現が海底に兒られるであろ

うか。1984年２月4こ駿河トラフ中部で行なわれた

潜航調査（大塚・新妻，1985）に続き，1985 年９

月20日にこのような問題点を持つ駿河湾湾奧部で

「しんかい2000」の第191 潜航調査力ｑiなわれた。



これに先立って行なわれた海底地形の予備調査の

ためもあり，ほぽ当初計画した潜航ルートをたと

って調査を行なうことができた。調査内容は。主

に海底の地質学的，堆積学的対象に対する肉眼。

写真。ビデオ等による観察を主としたものであっ

た。その結果をここに報告する。

2. 謝　 辞

今回の（しんかい2CX）O」による潜航調査の機会

を与えられた東京大学海洋研究所の 「 し んかい

2000j 共同利用連絡委員会。並びに海洋科学技術

センターの皆様に厚くお礼申し上げます。潜水調

査船「しんかい20｛｝O」の山田章夫司令，パイロッ

トの田代省三，桜井利明の各氏，また母船「なつ

しま」の乗組員の方々には本当にお世話になりま

した。海洋科学技術センター，深海研究部の堀田

宏部長，田中武男博士には炎重な御意見をいただ

き，討論をしていただいた上，駿河湾奥のサイド

スキャｙデータの引用を杵していただきました。

静岡大学理学部地球科学教室の新妻信明助教授に

は同時に母船「なつしま」に乗船し， 支援，討論し

ていただきました。晦洋科学技術センターの緑川

弘毅叫士には，本報告をまとめるに当り。本当にお

世話になりました。以上の皆様に心から感謝いた

します。

3. 潜航調査の目的

既に述べた様に。この駿河トラフ北端部には西

ないし北西方向へ向かって沈下する基盤上に，第

四紀後期の活発な粗粒重力流堆積物が急速に埋稍

したために生じたトラフウ。ツヂ堆積屬が厚く発

達している。この堆積屑には海底の傾斜を強く反

映する堆秘相の変化か，ほぽ水深の増大に応じて

見られ，またそれは海底の様々な規模の地形の様

相Sこ反映している（大塚，1980；1985）。

特に榊航調査の実施された上部斜而には海底の

傾斜方向に並ぶ狹い尾根状の部分とその間に発達

する，やや広く平担な谷地形の部分がくり返し，

全体としては顕著なガリー状の地形となっている

（図１）。駿河トラフ北端郎全体に見られるその

分布の様相や，多くは２つの尾根部分が１組とな

っていることから，これらのガリー状地形は粗粒

堆秡物重力流と強い関辿を持っているものと考え
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られる。 しかし海底の傾斜が弄常1と急峻であり，

かつ 地形の規模 が小さいため。通常の海洋地質学

的手法ではその詳細を解明 するこ とは難かしか っ

た。 「しんかい2000 」|こよる淮航調査で海底の徼

地形， 分布する堆積物の実態とその詳細な様相を

明きらかsこして急斜するト ラフ底で の堆積現象を

解明 することが今回の調査 の第１の目的である。

さらに駿河ト ラフ地域の構造運動を規制してい

る主断層（駿河湾断層，あ るいは敏月トラフ断層）

の延長 と考えられる断層 の存在が富士川河口伺近

で指摘されてい る（恒 石 ・ 塢 坂（1脯1 ）， 胝 石

（198jl）の富士川断層 ，山崎【】979），山 崎・加藤

（1986 ）の入ｉ 瀬断層）。こ れらの 断暴の連続性

や延びの方向1こついては必 ずしも明確に言及され

ていないが，梅 上保安庁水路部（1978 ）lと示され

てい るように。 本研究調査地峨内 【図 】のＡ）の

尾根状地域と谷地形の問 の地形の境 界線sこ沿って

延び るとも考え 碍る。そこで構造運助を示すよう

な海底での断屆露頭の存在。あるいは基盤構造の

明瞭な相違が潜航調査|こより確認されれば駿河ト

ラフ地域の構造迎動や地震活動を考え るための大

きな拠り所とな るであろう。このような断層の存

在を示 す証拠が見出されるか否かを確かめること

が今回 の潜航調査の第２の目的であ る。 さらに生

物の顕著な活動等が見られる場合はそ れを記録す

ること も目的の １つであ った。

4. 潜航地点付近の地形- 「なつしま」

Iこよる海底地形の予偏調査 の結果

本潜航調査は 前述したように。富士川河口の南

方へ延びる尾限状地形と谷地形の両者|こついてそ

の境界を またいで観察することを 計画の柱とした。

その ために洳水船の航走鰹路を正確sこ求めること

が必要不可決であ った。また調査結 果の解析を行

なう ため1こも調査地点付近の地形を詳 しく知るこ

とが必要であ ったので。湘航 調杏の前にr なつ し

ま」|こよる梅底 地彫の測深調査を行な った。

図 １のＡの粋内に潜航調査地域，図 ２にその調

査地峨内 の「なつ しま」|てよる地形畿査靤線と測

深結果1こよる海底地形図。図 ３に各測線毎の音響

測深結果を示す。 これらを 見ると本潜航調査地域

は西側のほぽ南北に延びる尾根部分と，東側の平

坦な谷状 の部分より或るこ とがわかる。

３



０　　　　　 ５　　　　　10  kmｌ　　ｔ　． ． ． １　　_い_･　　　　ｘ　ｔ　ｌ

図 １　駿河トラフ北端部の地形と潜航飼査地域gA｝．地域Ｂは図７のサイドスキャンソーナー記録の範

囲，Ｃは図 ６のエアガンによる音波探在測線． 二重丸で示した地点は図 ５に示すピストンコア

採取地点．地形図の原図は海上保安庁水路部（1978 ）による。

Bathymetry map of the northern end part of Suruga Trough and diving

research　area　　A of　"Shinkai 2000 Dive　191

Area　B shows　the region ｏｆ　side　scan　sinograph　of　Fig.7.Line C indicates

the　track　of　seismic　profiling　record　of　Fig.6.  Double　circle　 ｐｏｉｎtｓ

denote　the　piston　coring　 ｓi恥ｓ　ｏr　Fig.5. Bathymetry map is due to

Hydrographic　Department,  M.S.A.  (1978).

図３のLine 】.2に示 されてい るようSこ．この尾

根状地形は縦断 方向では非常に不規則な凹凸 を持

ち，かつ測深反 射エコ ーの拡散が著しい， 一一･見し

て顕著な淘底垉すべり堆積物によ る形態を示 す．

插断方向 では急斜 する側面と丸い頂部が特徴であ

る（図3.Line5 ，6 ）． しかも Ｌｉｎｅ５や,Ｌｉｎｅｌお

よび６からわか るようにこ の足根状部分は途中で

分岐するような複 雑な圸形となっているらしいこ

とが推察 される．

これ|こ対 し．谷地形部分は縦断．横断の両方向

から見て も非常にヽli掛でpq凸 の少ない．ま た反射

エ コーの明 確な特徴を持･j ている．このことから

谷地影部分は全休と しては変化の少ない 一様な環

嶢を 小す ものと考え られる.，こ の尾根部分と谷部

４
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分の塊界では測深記録から明確に海底の諸状況，

性質が変化していることと考えられる。但しLine

5 の南部で見られるように尾根部分と谷部分はト

ラフ底へ向かう傾斜方向で常に一定しているので

はなく，谷地形の邸分の途中から尾根状地形へと

移り変 わっている所も存在するものと考えられる。

これらの状況は図 凵こ示された駿河トラフ北端部

全体にわたっても認められることであり。ト ラフ

斜而の地形の特徴の一つでもあると言えよう。

5. 潜航実施情況

潜航当EIの1985年９月20日は 天候曇，南西の擶

で風力５．観程５浬，波・うねり 共に若干感じら

れたものの快適に潜水作業が行なわれた。梅底の



|  Linearly ●lr●y●d 911v ●l diStribUtiOn‘

図２　本潜航調査地域の海底地形と潜航調査によるルート上の主な特徴。line】

～6 は「なつしま」4こよる事前海底地形予備調査の測線を示す。

Bathymetry　map　 ｏｆ　the diving resｅａｌ’ch area　and　the

course　ｏｆ “Shinkai 加001j Dive 191. alsｏ　showing　tｈｅ main

features observed o叭the diving  survey ｃｏｕl’se. Lines l ～6 indicate

the sounding lines by the l･Ｎａtsushima’

視程は５ｍ，水温４℃， 底 加 流 は 南 南 西 方向　 途中で見られた特徴と共Sこ示している。 着底点は

（215 ’）へ約0.2kt で， 潜航調査は支障無く順　　740m で若I･F起伏があるものの，円磨された礫が

躙な調査が実施された。　　　　　　　　　　　 散在する，砂貿の海底であったが，その表面|こ極

く磚い（ｌｃｍ 程度）泥質堆積勧が攪 っている

6.　潜航諞査結果　　　　　　　　　　　 情況であ･, た｡ 全爾航の間を通じてソコダラ。了

6. 1　潜航ルート　　　　　　　　　　　 ナゴ類。 イカの1111間，エビ類。巻貝等。かなり豊

図２の海底地図 上|こ本潜麟調査の ルートをその　 富な生物を見ることができたが。特にユメナマコ
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Bathymetry
 map  of  the  diving  research area  and

 the

course of  "Shinkai  2000"  Dive  191,  also showing  the  main

features
 observed on the diving survey course. Lines

 1 ― 6 indicate

the sounding  lines by the "Natsushma"



６

図３　図２の測綿Ｉ～６の音響測深記録。ただしline l および21ごついては各記録

の下に示した太却の部分のみが図２の範囲内に含まれている。

Echo sounder　record　or Lines l ～6 0f Fig.  2. In the case of

lines l ald 2.  the ranges shown by lower bar are ｉｎｃ】uded in

tｈｅ area of Ｆｉｇ.2.
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(En 夕泗l･astes Eximia Theel) の大群集が印 象的

であった（後述）。

秤底後北東（45’）方向へしばらく進んだが，

底萢流のため実航跡ではほぼ朿へ移助している。

その後尾根地形部分とその谷地形部分との境界部

を調査するために310* 方向へ変針し。尾根に到着

した後はその側面sこ沿いつつ北上した。測深結果

との詳細な検討結果によれば（図２）尾根状地形

の末端部近くの平坦な谷地形部分へ着底後，谷の

部分を調査し，その途中ルートの東端では更に下

方へ延びる尾根の始まりの部分をかすめ，その後，

調査地域の西方に分布する尾根に至り，その頂上

部で離底したものと考えられる。

6.2　 地形および堆擂物について

潜航調査の結果地域東部の谷部分と 西部の尾根

部分とでは全く異なる徹地形，堆積物の分布状態

であることが判明した。

6.2､1　 谷地形部分の微地形，堆積物

既lこ述べたようにこの地域は船上よりする通粛

の音響測深法による地形記録では非常に平滑で単

鯛な棟相を示す。しかし潜水船による海底での直

接的な海底の目視観察や，堆積物の採取。堆蟄層

断面の調査，ｃ　Ｔ　Ｆ　 Ｍ　ソーナーの音響的

性質の調査結果はこの地域が基本的には砂礫より

成る粗粒堆積物の分布する，南北方向（トラフ底

への傾斜方向）に延びる顕著な徴地形が発達する

場であることを明きらかにした。

着底地点｛4近では前述したように海底表面の観

察では10 cm 内外の円礫が散在する薄く泥がかぶ

った様子を示すが，潜水船の通過した跡や。堆積

物採取用コアーの使用結果（採取には失敗）から

基本的には泥の薄痛の下に下方へ向かって粒径が

大となる級化を示す粗粒砂が存在することが明き

らかである。この地域の潜航調査によりこの地城

は以下のような堆秘相を示す部分が次々に組み合

わさり，それぞれが南北に長く延びているらしい

ことが判明した（図2 ）。

1），表面は薄い泥層におおわれた部分。 東西方

向の巾数l･･ｍ梶度まで広がる時がある。恐らくこ

の泥のＦには砂屑。または砂礫加か存在するもの

と思われる。海底而は平冊である。

JAMSTECTR OEEPSEA RESEARCH　 Ｉ叫7

2），南北方向に長く延びた分布を示す。粗粒の

礫が整列している部分。各礫は円磨され，大きさ

は20cm 以上|こも遠する。その長軸方向は多くは

東西方向であるが。南北方向を示すものも存在す

る（写翼１）。 この部分1こは磯が密集して分布し，

巾十ｍ以上|こも及ぷものもあれば。ほぼ一列に並

んでいるだけの所もある。周囲の泥屬|こ覆われた

地域より上方へ盛り上がった敵状の徴地形を示し，

ＣＴＦＭソーナー記録で強い南北方向の反射を見

せる。

3）｡着底地点付近のような礫が散在する海底。

更|ここの谷状地形の部分には。深さ数十ｃｍ か

らｌｍ～２ｍ程度に及ぷ渦状地形（またはチャン

ネル）が南北方向Ｒ:顕著|こ発達している。これら

の渭の側壁は畤には2 段～３段のステップ 状を示し

ている（写真２．３）。溝地形C チャンネル）の巾は

時|こは２～３ｍから数ｍ程度ではっきり確認でき

るものもあるが，多くは一方の側面だりが紹めら

れて，対岸の壁がどれか必ずしも明瞭ではない。

これはチャンネルの一方の側壁のみが顕著に浸食

され，他方では明瞭ではないためか，或いはチャ

ンネルの巾が非常に広いため1こ認識し難いのかは

明きらかでない。これらのチャンネル側壁は礫の

整列した部分|こ接して多く存在するようであるが。

必ずしもそうとは限らない時もある。 またこのチ

ャンネルが始まる場所が潜航中lこ確認できた。こ

の場所では深さ数十cm の段差のある甓が海厩斜面

の上方で丸く閉じており，斜面下方へ向かってチ

・ンネルが深く，また広く発達して行くようであ

る。

このようlCこの谷地形の地嫉は南北方向，即ち

トラフ底への傾斜方向lこ顕著に並んだ何列もの微

地形，微堆積域により構成されていることが明き

らかとな。た。

これらの特徴はこの谷地形の地域を頻繁に砂礫

質を主とする粗粒堆積物亜力流がトラフ匠へ向か

って流Ｆしていることを本質的に示しているもの

と考えられる。本潜航調査ルートの東端部付近で

は緑化した眇捫の上を泥の薄屑か蠢1い，さらに蹣，

高さ災に20  cm 程度|こも及ぷ円錐形のマウンド（生

物1こよるものと思われる）が 一而に発達している

という異質な様相を示すが，これは関２の地形解

析の結果で現わされているよう1と。尾根状地形の

ツ



始まりの部分に当っていることを反映したものか

もしれない。（次項目参照）

6.2.2　 尾根状地形都分の黴地形。堆積物

について

谷地形の部分から尾根部分へ移ると堆秘物は一

変し。 一見して厚い（10～20  cm以上）柔らかい泥

質へと変わる。この地域には全体に生物の榿み跡，

掘り跡と思われるマウンドや穴（径10～20crn)が

一面に見られる。斜面の傾斜は時には「しんかい

2000」の前面が斜面に接触する程急になるが。断

層と思われる様な斜面の急激な不連続性は見られ

ず。尾根の麗から頂部に至るまで傾斜は辿続的に

滑らかに変化する。また基盤岩石。地層と思われ

る露出は全く見当らなかった。この部分を図 ２に

おいて泥質堆積物の地域として示している。

6.3　 断層等地殻構造連動の形跡について

前項でも述ぺたように。谷地域と足根地域の変

換点付近から足根頂部にかけては地殻の構造運助

4こよると考えられる断層等の明瞭な露出は，全く

見出されなかった。 また谷地形の地域では堆積物

面力流によると考えられるチャンネルの側壁は多

図 ４　 遊泳する ユメナマ コ。 泳ぎつつ 糞を排出

す るところである。

Swimming Ｐｅｌａｇｏthｕｒiid Holothurian

( Ｅ。ypniastes Eximia　 Ｔｈｅｅｌ)，also

e3ectｉｎｇ cord like e χcremejit 
■

く見られるが。構造運動を示すような証拠は存在

しないと思われる。

■･　･･㎜　■-■a･-ただ尾根状地形の奬ではその斜面の始まる基部

に谷地域の海底面の傾斜に平行した筋が多く見ら

れる。これもおそらく構造迦動によるものではな

く。谷を通過する堆積物吸力流により，尼根の部

分が侵食されたことを示すものではないかと 考え

ら れる。

6.4　 ユメナマコ（Ｓ岬戸si繝Iｓ ｆｘi㎡ａ

Ｔｈ帥|口 こついて

本潜航調査中，全ルートを適して多数のユメｆ

マコが海底|て｡また底捫の水中を遊泳して群生して

いるのを観察し。誠IC印象的であった（図 ○ 。

時dては２～３ｍ毎Sこ一一匹程の割合で見られ，鮮や

かな赤色で大きさは体長数ｃｍから20cm 程度ま

での物が観察された。

平常は頭部と足郎にあるひれ状の貘をlj 後Ｒ:伏

せて，頭部の周闘|てある触ｆ状の突起（・ ）を使

りで海底を這って，海底表層の堆翩物（デトり－

８

とす（図４）。調査地域の晦底はこの様なユメナマ

コの紐状の糞|こよりおおわれていた。遊泳する速

さは10cmyｓec またはそれ以|ことかなり速い。 ま

た海底を這う畤は足を|こ手に使って前後左右|こ移

動できるようで，その速度は5 ～IQcm/min である。

7.　まとめと考察

本潜航調査の結果をまとめると次のようである。

】） 駿河トラフ北端部の上部斜面dこは全体とし

ては平滑な谷地形の地峨と。顕著な地すべり地形

をＭする尾根状の地域が存在する。

2） 谷地形の地域は基本的Sこ砂礫を1ﾓとする粗

粒堆積物･唄力流の通路であり，その発生頻度は高
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Swimming  Pelagothuriid Holothurian

(Enypmcstes Bximia Theel), also

ejecting cord like excrement.

タス）を盒しているようである（写貞５）。 その

間に這い跡や。足 部から出した紐状の泥質の糞を

俳出し。海膿表面に吸す。何かのショ･｡ クを感ず

ると前部の貘を人きくあおり，頭部から立ち上が

るように上方へ飛び上り（写真６）。前 後のひれ

伏の貘を使って遡泳する（写真? 。８）。多くの場

ａ飛び上がりつつ，または遊泳しながらも糞を落



９

いと考えられる。

3） 尾根状地形部は少なくともその表層は柔か

い泥質堆積居に覆われている。

4） 駿河トラフの柵造運動を規制していると考

えられる主断層又はそれに関辿する断 屑の明瞭な

証拠は本調査地域内には見出されなかった。

これらの結果は現在までに知られている海洋地

質学的な調査結果やその解釈と矛盾しないだけで

はなく，互いSこ支持し合う，更に詳細な考察を加

えるべく前進させるものとなっている。図11 こ示

した各地点 から採取されたビストンコアによる柱

状断面図（図５）は,本鯛査地域やその下方斜面の

傾斜６ 以゙ 上の節分では砂礫質がトラフ斜面上部

を構成する基本的な堆積物であることを示してい

る。同時にこれらの海底表層部はいずれも礫。砂

から泥へと級化する堆積層のため泥質であろうこ

とが予想され，実際に潜航調査結果により確かめ

られた。

このような堆積相分布は，主に谷地形の部分が

砂礫質堆積物の頻繁な重力流発生Sこよる連搬通路

であり，かつ前逃埋穣されて行く堆観の場である

ことを明きらかに示している。また海底表面に見

られる堆秘相や。チャンネル構造の横方向への分

布スケールがメートル規模から数十ｍ，あるいは

それ以上であることは，通常の状態で頻度多く発

図 ５　駿河トラフ北端城の上部斜Eiから採取されたピストンコア試料による柱状図。

採泥点は図 Ｈこ示す（ 大塚，1985 ）。

Columnar section of piston core ｓ８ｍｐｌｅｓ tａｋｅｎ from the upper

slope of the northernmost area of Suruga Trough. Sampling

points are shown in Fig.1･(Otsuka,  1985)
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生する粗粒堆積物重力流の規模が，主部の巾で数

ｍから数十ｍのオーダーであり，時にそれ以上の

規模へと拡大することを示しているものと考えら

れる。

一方図１のＣは図６に示すエアガンによる音波

探査測線である。この音波探査による地質構造は

本調査地域の尼根状地形の部分が表層部だけでは

ない大規模な地すぺりにより構成されていること

を示している。このような大規模な地すべり構造

は，枯着力に欠ける砂礫質の堆積物だけが存在す

る場合には形成され難いものと考えられる。この

ことは本潜航調査の結果尾根状地形が泥質堆積物

の分布域となっていることと調和的であり。同時

に砂礫質の粗粒堆積物の主要な通路となっている

谷地形部に対する周辺部分であるために,尾根地形

部分に,より柵粒な堆積物が集積したた叭 自然提

防的に形成された可能性を示峻するものである。

ここで駿河トラフから南梅トラフのかなりの部

分へ達するような大規模堆積物重力流の存在を考

える時，その棡成材料は駿河トラフ上部の谷地形

部に存在する砂礫質の粗粒堆積物のみから成ると

は考えにくい。そのような粗粒物質だけから成る

重力流は斜面傾斜が弱まり，速度が減ずれば。早

急に流動性を失い停止するものと考えられる。遠

方まで堆積物電力流が到達するためにはその発生

Columnar section of  piston coi*e samples taken from the upper

slope of  the northernmost area of Suruga Trough. Sampling

points arc shown in Pig.?. (Ottuka, 1985)



図６　エアガンによる図１の測線Ｃの

音波探査記録。（大塚，1985 ）

Seismic profiling record of line C

of Fig.l.  (Otsuka, 1985)

図７　図１の地域Ｂのサ４ドスキャｙソーナー

記録 （堀日i宏，他 準備中）.

Side scan sonograph of a ｒｅａ

Ｂ ｏｆ Ｆｉｇ. ｜

（Ｈｏｌtａ et al, in preparation)・

初期から多!t!の泥質堆積物をそのI:11に介むこ とか

必要であり。駿河ト ラフ 上部の尾根状地形部分lj

その泥質細粒堆積物の置要な供給源 とな 。ている

可能性 が考えられ る。

IX17 は図 １のＢ地域内の駿河ト ラフ北端部。匐

士川河[] 前面の地域の海洋科学技術 センタ ーによ

りとら れたサイド スキ ャンソーナー 記 録 で あ る

{堀E11等。 準備【11】。 この 記録4こ本報 告中lこ述ぺ

てき た堆積扣，微地形の水ヽ|乙的分布とその詳細心

様相が実に 見･μに読みとることがで きる｡ 凋査刔

象垉域は 若Ｆ異な･･ てい るものの基本的Ｋは 令く

１０

Seismic profiling record of  line C

of Fig.I. (Otsuka, 1985)

Side  scan sonograph  of area

B  of Pig, 1

(Hotta  et al, in  preparation)
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柵造の分布等Ｒ:よると恩われる）が明瞭に認めら

れる。 また斜面途中からの尾根 状地 形の始まり

（図７の左下の部分）も確認する亊ができる。本

調査地域内のこのような徴地形。堆積相分布を模

式的に表わした鳥耄図を図８に示す。

本調査地域に明瞭な釿瘤が見出されず，また基

盈の明らかな差異も認められなかったことから。

少なくとも駿河トラフの構造連動を規制する主断

屑，またはそれに関連する断鼈の顕在をしめす積

極的な証拠はないと考えられる。尾根状地形の地

域は本質的lごは垉すぺり地塊であり，その谷地形

地域との基本的な連いは堆積現象|こ求めることが

できる。 ただ 恒石 ・垢坂0981 ）でも述べら

れているようにこのような断層は必ずしも大きな

地形的表現を示さないことも有り得るので最終的

図８　本潜航調査地城の鳥瞰図と潜航 ルート。

１ １

"Sbinkai 2U0D"  Owe  191.
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な結論については儀諭の余地があるといえる．
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写真１　谷地形地域に昆られる髏の11j北方『;jlの11711線状整列。

海底衣面は極く薄い泥|こ扣われてい ろ。

Linearly  arrayed gr ａｖc]s with N-S trend

jn lhe valley area- The bott{} 羞 ｓぽfacc is

covered. by thin mud 】a yen

写貞２　浸食Sこより垂直忙近い断lfliを示すチ･tンネjレの側壁。

哦壁の部分で高さ20～3{}cm. これも谷地域に見られる。

A  vertical wall of ａ eroded channel, height

20～30  cm. The depth or the channel IS

ａｂｏｕt lm. Ｔｈｅｓｅ channels are also found

iJl the valley ａｒｅａ.

写真３　 ２段肝にnl』られた南北方向jC 速らな るチ，･ンネル側壁。

Ｄ()ｕble stepped eroded channel wall. These

channels have N-S direction.

写真4　jd 根状地城の斜面は生物の棲み跡と思われるマウンド

や凹みdこおおわれた柔かい泥が堆積している。

占手lこ見られるのは泳ぐユメナマコ。

The slope of ridge area is coYcrcd by soft

mud layer 'with ｍａｎy mounds and depressions

by organisms. Swimming  Enypni&stes　 ｇχjmj。

Thncl iｓ found ａt the right side.



町 皀 ５　 海 底 を 心 う ユ メ ナ マ コ｡， 海 底! こ は ‥1111に 這 い 跡 や ひ も

状 の 排 出 物 力弓& ら れ る 。

CE･ｅｅｐｉｎｇ ＆1.y 知 ｌａｓｌｅｓ　 ＆ｒｌ･剳ｊａ Ｔｈｃｅ１ ０ｎthc

ｓlli〕1･lonl･.Cpeeping tr ａａ,ｓ find rort! like

cｘｃrｅｍｅｎtｓ ａｒｅr() ｌｎｄ scatt 妃rl･illg al 】over

th 。b{ltt ｏ ｍ.

町 貞 ６　 海| 氏 か ら 戝 びj 二る ユ メ ナ マ コ 。

Ｅ 夕?ｙｐｌｊＧ５１９５　 £・ １･謂114j　Thoel jumping ｕp

|･l･ｏｍ the sca r]oor.

町 真 ７　 水巾 を 泳 ぐユ メ ナマ コ。

Sｗｉｍｍｉｎｇ £ｓ冫踟jja5 な ｓ　£肩詞jlo Thcel.

町 火 ８　 水中 を泳 ぐ ユメナ マ コ

Ｅ１１ｙｐＭ･αｓＭｊ　 £χ１･mi a Theel swimmug neal･

'IShinka1 200011.

Creeping E/typfnastes Eximia  Thoel on  ihc

sp.i floor. Creeping  iraocs and  cord like

fxcromcnts are  found  a  ca Herring all over

iho bottom.
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